

コ□ナ石油フアンヒーター（強制通気形開放式石油ストーブ) 

取扱説删書 
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I /I 


このたびは、コ□ナ石ミ由フアンヒーターをお真 
いあげいただき、まことにありびとラごさいま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方びい 
つでち見られる所に「保証書」となに大のに保 
管しでください。 


田特にま意しでいたださたいこと、 へ-ソ 

(まをのために必すお守りください)——1〜4 

本 ロミ由の廃棄についで -4 

且使用する場所-4 

回 各部の名称- S 〜8 

•夕 1 ■観図•構造図 -已 

•操作部•表示部-6 

•操た部•表示部のなまそとはたらぎ- 7 〜 S 

囚使巧前の準備-9〜11 

•使巧前の準備 9 

• 使用燃料 -9 

•齡由 一 …10 

•点义前の準備とお認-11 

• 高地浦正 -- -11 


正しく使って上手に節約 
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特にま意していただきがにと鮮のために 0 ず約りください) 


A 危険 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死こ、重なを負ラ盾険 
または火ぶの危険び差し迫っでをじる 
ことび想定される巧客を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤ったおり扱い 
をすると、人び死じ、重傷を負ラす能 
性または义おの巧能性び想定される巧 
客を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取りおい 
をすると、人び傷害を負ラ可能 I 性や物 
的損害の発ちび想定されるの客を示し 
でいます。 


スブレー巧厳禁 

スプレーちや力它ツトこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレー生の圧力び上がり爆発し、 
危険です。 


寝るとを消义 

寝るときや外出するときは、必す消 
乂しでください。又、人目の届かな 
いところでは、使巧しないでください。 
不完を燃焼や異常燃焼-义災のおそ 
れびあります。 


■巧に、ポンぺぴたッ^*$れた力む1 
»でずので' 巧由のあたるところ I 

I 豁活巧み ’ — 叫:^';;::;; ii:; 

温風吹出□をふさびない 

♦巧類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異萬燃 
焼や义巧の原因になります。 

♦ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風吹出□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面のミ品 
風空気取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変お 
したりやけどや故障-破損するな 
ど大変危険です。 


Itf 換気が要 


換気せずに使用しつブけないでくだ ... II ぃ而 

さい。 ...ぐ,''‘， 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、'•く/:^卜 
-酸化炭素などび発をしで中畫じな:•: 

る ぉそれがぁります。 气 ^3户 

使巧かは必す1時間に1〜2回 

(1 〜2分）換気しで、新鮮な空気を補給しでください。 
演気が十分におこなえない揚巧(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使用しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

ファン ヒー ターを使巧しでいる部屋 
で、可燃性ガスび発をするちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使用しないでください。 
义災やが障の原因になります。 
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么注意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのをい場所などでは使雨しな 
いでください。 

乂がが発生するおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□やファンヒーターの巧部 
には、紙■巧-プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙-発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指や棒など 
を差しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


油漏れ確認 

おミ由□はお実にしめ、給ミ由□を下に 
しで、巧漏れびないことを確かめで 
ください。 

給ミ由□び確実にしまつでいないと簡 
おに開いで、火災のおそれびあります。 
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〇 




給油時消乂 

給ミ由は、必すミ肖义しでからおこない、 
こぼれたなミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれがあります。 


シリコーン配合製品を使用しない 


フアンヒーターをご使巧のお部屋では、 
ほ毛巧コート液-化粧品-つや出し 
剤などシリコーン配合の商品を使巧 
しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物び巧着し、 
点义=スや途中消乂などの原因とな 
ります。 
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シリコ^女掠さの商品には、 

参ヘア•^ア製品 

(ヘア— トリ—トメント、ム—ス、枝毛用コートあ） 
♦家員や巧のつ常出し剤 
• 化学ぞクぎん 
♦がラスクリーナー 
•制汗剤などびありまず。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン亡ントは使 
巧しないでください。义がの原因じなります。 
めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発を、巧の色など異 
常を感じたとぎは使巧しないでくだ 

貢常燃焼のおそれびあります。 ■ 111 5'^ 


〇 
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• 緊急時は電源プラヴを巧いで消火しで々ださい。 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コ 
-ドを持って弓障抜かないでくださし、。 
义がや感電の原因になります。 






ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上必す 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつま 
ると、異常燃烧のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところでおこなつで 
ください。 

义災のおそれびあります。 

可燃物との距離を離す 


〇 


夕 

m 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必す図に示す距離 
をとつで設置しでください。 
特に力ーテンなどびファ 
ンヒーターにふれないよ 
ラじしでください。 

义巧の発をするおそれび 
あります。 


I 川 I 乂 \ 

1 0 Ocm が上4 


15 cm な上 
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ilScmUl 上 


1 5 cm が上 


0 


100 cm な上 


>壁などに巧ブけすぎますと、本体内部び過熱しでまを 
装置が'巧動することがあります。 





Zh ま意 (©AUT に N) 


傾き•振動ミ主意 


化平な場所で使巧しで < ださい。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
いでください。 

異常燃焼や誤作動の原因になります。 


正常燃焼の確認 

正萬に燃焼しでいることをおか 
めでください。 （12 ページ参照） 





保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必 
すなミ由を抜いでください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さい。 

义巧のおそれびあります。 


〇 


〇 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災や予想しない事故の原因じなります。 




♦燃焼に魁巧なを巧の满度が巧 < なる SSI ® (巧*500 m 
〜巧 00 m ) では、富が覇挺が必要でず。 ん 

リ1ぺ■-ジ茜騰 
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温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたら 
ないでください。 ^ 

低温やけどや脱水症状に 
なるおそれびあります。 


I 鞍穿樵、お巧をり、病気のちなどがおがいに.なる J 保- 
をな、 周隣の人力*十分をみしで < だまい。 

>巧巧などをおがした扇含、おがによつではるあせず 
ることがおります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹出□巧 
巧が高温となりますので、まなどふ 
れないでくださし、。 

やけどのおそれびあります。 


ぐ 




電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义ぶの原因じなります。 


次の場所では使用しない 

义災や予想しない事故の原因になります。 


〇 


0 


♦水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる場所、部屋の出入□及び屋外 
♦マントルピースなどフアンヒーターび囲われる場所 
♦ほこりや湿気のさい揚巧 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発をする場巧又はたまる場所 
♦直射曰化の当たる場所、温度の富い場所 
♦ミ忌室、飼育室など人のいない場所 
♦標高が1500 m を超えるよラな高地 
♦理•美容室、クリーニング店などスプレーや化学薬品 
を使ラ場所 


♦かさいおすが巧いるご家庭では、特にま篇しでくだ- 

法 I 、 ，： パ， 一 ' 


口油の保管 

I な';由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
光をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤つで使用すると異常燃焼や义災のおそれか’あ 
ります。 


〇 


曰常のお手入れ時のま意 

曰常の点検-ま入れは必すおこなつ 
でください。 

点検-手入れは消义後フアンヒータ 
一が十分ちえでから、必す電源プラ 
グをコンじントから抜いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
があります。 （ 17〜18ページ参照） 


分解修理•改造の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い巧めの販売店に修理をめ頼しでください。 


〇 
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么注意 (CAUTION) 


運搬するとを 


ファンヒーターを運搬する場合は、給;由タンク 
を巧さ、ミ由受け皿内のななを巧いでください。 
運搬の透かで灯巧びこぼれで周囲を巧すおそれ 
びあります。 


〇 


廃棄するとき 

ファンヒーターを廃棄処分するときは、必ず給 
ミ由タンク-固定タンク内のなミ由を給ミ由ポンプな 
どで巧さ取つでください。 （18 ページ参照） 

な';由び入つたまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 


〇 


変質な油禁止 

変質巧ミ由(持ち越したなミ由)、不純な';由(水-ごみなどが'混入したなミ由など)を使巧しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれびあります。 
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お願い （ NOTICE) 


灯油の廃棄 

な';由の廃棄処分は、な';由をお買いずめになつた販売店じご相談ください。 


0使用ずる場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びファンヒーターで暖められ、 
温風としでな流しますので効果的です。 


湿風の循環を巧げないで 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物があると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体の温度び上昇 
しで危険です。 

•温風吹化□側のき間を広くとれる場所を還んでください。 


♦熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることび'あります。 

熱に強いマットなどを敷いで<ださい。 

•移動するときは引きずらないでください。床面、置、力ーペットに傷をつけたり、本が属面の塗装びはび 
れでさびの原因になるおそれびあります。 






回る部のちお 

外観図-構造図 


'ま）イラストは MFH - E 346 BY で説明しであります。 

□詳しい説明のあるページです。 




























操作部.表示部 




ミ主）イラストは説明のため全部点口 -表示した状態じしであります。 

延巧たレクト~ 

1!韵•弓ぶ 


篇 K じ LX バ I — 


賣 


盈^時刻 

巧彫 


、表示切換. 


r 

温度表示 

デジタルま巧部 

設定温度室巧温度 ♦運桥ホ勺イフー運軒ホ') 

ピ (? 18 左側：設定溫度表示 (1 2で〜 3 〇で） 

ろ側：室の温度表示 （ 0で〜35で） 

現巧時刻表示 

設定温度室内温度 

[ m - 3 C 

午を IU JJ 

参停止中（タイマーじツト中） 

"時計合せ"消の 
左図は午後10時35分の例 

時計合せ表示 

設定温度室内温度 

午前 1つ.ご1〇 時計させ 

d.〕u 

"時計含せ"点の 

左図は午前8時30分に它ツトの例 

5砂な上放置すると ID に戻ります 

タイ 7- させ 
(時刻)表示 

設定温度室内温度 

す前 5: 船マせ- 

"タイ 7- 合せ"点巧 
左図は午前6時30分(こ它ツトの例 
日秒 W 上放置すると []] に戻ります 


キーを巧すと表示 
び切りかわります 


U 


巧巧の換 



設定温度室の温度 


巧通電表示 


S 動消义表示 


エラー 表示 



設定温度室巧温度 

OFF 

設定温度室内温度 

「 CO 
CJ 


電源プラヴをコンじントじ差しこんだとき(現在時刻び 
モ它ット)や停電をの再通電のとさの表示 

点滅：消し忘れ'消义装置による自動消乂15分前〜 
タイマー運輯による1時間自動消'乂15分前〜 
点な：消し忘れ消义装置による自動消义 
_タイマー運15による1時間自動消乂_ 

f 3表示：巧震自動消义装置のが動 

※再度、点乂操作をしでください。 

その他の e 表示についでは、19ページを参照しでください。 


ほ 

用 

前 

に 
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操作部-表示部のなまえとはた S を 














0 タイ 7~ 


チャイルド岛ックキー ^ 

チャイルド Q ック表巧 

チャイルド□ックのじット-解除をするとき 
に3回巧します。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ツクび它ツト状態のときに —C 
び表/示されます。 


タイ7—選おキ- 


115 . 16 J 


タイマー運転のじツトをするときに巧します。 
また、タイマー運乾か、タイマー運転を瞄除 
するときじ押します。（操た音：ピツ） 
タイマー它ツト状態とタイマー運転時にラン 
プが点なします。 


* がの含スイッチ _ 

巧巧の皆！!巧 ^ ' 

標高び500 m な上の場所で使巧する場合にじッ 
卜します。 

畐地コースにじットされでいるときに 昼 河び 
表示されます。 


I f ^ - . .. . . . . .バ-•.…"ぃ •• - •■•■! — I "…>ぃ—-■■-、•,•*。■け'■パ古--•ん;1ム>°し- 

巧巧舍お*キー 而 な&主, 

— ■ ' • ■ *1 ij 111 1 1 1 WMH • 


現を時刻とタイマー時刻を合わせるときに 
巧します。 

時：時合わせ（操作音：ピピッ） 

分：分合わせ（操作音：ピッ） 


設定ミ晶度を変えるとさに巧します。 

- :温度を下げる（操が音：ピピツ） 
+ :温度を上げる（操作音：ピッ） 


■ 給巧表巧…-' r ' ' : . 圆 

ミ由のれにより、自動消'义する20〜40分位前と 
自動消义したときに点滅します。 

ミ由のれによる自動消义時は運転ランプび早い 
点滅となります。 


〇詳しい説明のあるページです。 






































運送時の傷を防止ずるために操作部-表示部の表面に保護シートを貼つていまずので、取り除いてくださし>。 
(コーナー部分にセ□パンテープを貼り付け、いっしよにはげずとより簡単に取り除けまず。） 


•キー操巧は、1回(ピッ）と2回(ピピッ)の操作音で操た内容をお知らせします。 


運提キー（運括ランプ) 

点义-消义するときじ押します。 
操イ乍音点义時：ピツ 
消义時：ピピッ 


運転 

-入/切- 


回 


] ランプ点 滅：予熱中 

ちの，'燃 I 供ホ 

早い点滅：なんらかの原因で自動消乂 


延長時間たレクトキー圃 

運転を延長するとさ、運転残り時間を 
忆レクトするときに押します。 

(操が音：ピッ） 


1回押し 
2回巧し 
3回押し 


3時間 
2時間 
1時間 
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使用前の準備 


使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出す 

参包装箱からフアンヒーターを取り出し、緩衝なを取り除いでください。 


>包装巧、おお巧はフアンち-"女一のな糖に@巧巧す。また、 
におちしでください。 ■ 


霸 細 

通!■謡':'-‘' 


♦巧のことは、エ巧での燃焼テストによるをので、まちではありません。 

• 固定タンクじか量の灯ミ由び残っている。 

• オイルフィルタびめれでいる。 

♦ミ盈風吹出□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）か’変色しでいる。 



使用燃料 _ 

が巧は化ずなな (J 旧1号な'ぶ)を巧用しでください。 

• I A を巧1 ガソリンなどの巧発性の有い巧は巧巧に使用しないでください。义災の原因になります。 

♦ ^ま息"1 巧質口巧、不巧な巧は巧巧に使巧しないでください。 

♦添加剤や助燃剤などは使巧しないでください。 

参の;'由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 



巧6巧したとをは… 

E 巧き、されいなな巧で2〜を回洗 
.ちい油がまつでいるとしホす J 
) ないとをは、お g い巧め巧*売店 
i こ巧廉®□にご連»<ださい， 


■巧 s な'庙や不稱ななを使巧ずると 
满巧の巧再の原因にな0 

•巧化筒にかールがたまり、白煙び出でな义し i 
なったり、強い與いびして、お义しにくくな I 
• 兵冷燃焼や途中消义などが障の展因にな0まっ 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 

。窗 X 额 

灯'ぶはめれたまま ガソリンはすぐ乾く 


灯油の保管のしかた 


参な巧は必ず义気、雨水、 
ごみ、商巧および直射曰 
光をさけた w 所にお宮し 
てくだ夕 I 、 

参 直射曰化が巧油をを質さ 
せるため、着色したな油 
用のポリタンクをお使い 
ください。 


良い保管 

IMj 


悪い保管、 、心， ' 

が象 - 

激 


変質打油•不純灯油とは • 


ち巧巧曰化に 

容器のみたび 

あたる巧や温 

巧けであった0、 

度の宙い巧に 

乳白色のポリ 

巧宙したな油 

容おで保芭し 

0 

たな巧 

の 

5ろち \ 

^占^ 攒 


水-ごみやな 
'ぶなパの巧ヴ 
ほんのねすか 
でち巧入した 

。油を 


変質な油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上にななを入れで、背 
をに白い紙をあでます。 


良質巧油 


変質巧油 


>極度に変質したちのは、黄色ほがかったり、すっぱい臭いがし 
ます。 

>灯ミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


水と同じ 
巧を巧巧 


かしでも色び w 
ついでいるな巧 へ 


I ただし巧を巧巧でちずつばい異いがすればを質 
口油でず。 
















運転ランプ 
給油タンク 
タンク室フタ 

おな表示 I 一 _ 


^- ZZZ 

''''' - 7 


> LA ま意 I 給巧は必すミ肖义しでから义の気のないところでおこなつでください。 


1.給なタンクを取0出し、給油□を開く 


( D あける 


オープンつまみ 


①強く引く 


2.給なする 





参オープンつまみを強く引いで、給ミ由□を 
開いでください。 

• 燃焼中は絶射む給ミ由タンクを取り出さない 
でください。 

■給巧タンクは、ぶつけたり落としたりしな 
いよラ,でいねいじ取り扱っでくださし、 

参巿販のお;'由ポンプなどを使巧しで、'庙量 
計を見なびら給ミ由しでください。 

参ミ由量計の半かくらいまで色が'変わったら、 
給;'由をやめで < ださい。 

♦巧姐が油靈計巧ところまで入っでぐると、 

黒毎に変わっできます。 

• 給'进曰に力を舶えで変あさ 打を敝る磁 
せますと、’庙漏れの原因に グ拾 

なりますので、変形させな ^ S 
いでくだすい。 

♦'給巧ポンプのホースび巧け 
ないよラミま意しでください。 


3.給油□をしめる 

参 r 么 ミ主意~| 給巧□は、お実に r パチン」と音びするまで図 
のの置を強く巧しでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、フ 
アンヒーターに正しく静かに入れでください。固定タンク 
やおミ由タンクに強い衝撃をあたえると、ミ由漏れやが障の原 
因になります。 

♦お'庙□の#部などに、ごみなどびはさまつでいる場ちは取 
り除いでください。 

• ごぼれた紙曲まよくふき取つでください。 

•絵油タンクげ正しく t ットされでいないと、不着义やを中消义の原因になりまず。 




>固定タンク内の灯ミ由がかなくなると 

• 給';由表示 . 点滅 

• アラーム音ピピピツ 
でお知らせしますので早めに給;'由しで 
ください。 


•給油しないで使巧し続けると、ミ由のれ 
となり、自動消火します。 

• 運おランプ . 早い点滅 

• お’巧表示 . 点滅 

• アラーム 音ピピピツ 

でお知らせします。 



油 ffl れ消义 

1 




運転ランプ 

<早い点;翩> 

1- il 厅 ~1 

、 I ' 

■が^ [!))>- 

V '1 、、 

給巧表示 


< 庶滅〉 


(む.))） 

アラーム 

〈ピピピッ> 


W 減 

♦巧巧びなくなって消 
火した巧さは、必す 
給巧しでから点义揉 
巧をおこなつでくだ 
'ぞい。 

給巧をしないと再運 
.... 居できません。 


*に么を意]給油は必ずお乂しでからおこない、フアンヒータ-の巧くでは絶巧に給ミおしないでくだ這い。 

参席えたところで給;'由し、給油室ががない（半分が下）場合は、給油□を開いたまま.、しばらく室温になじませでからたか卜心で 
乂ださい。 


給油 














点义前の準備と確認 


化平な巧巧に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 

•水平に設置されでいれば、巧震自動消义装置は有動的に它ットされまず。 

•傾耕した場所や、振動の激しい場所で使巧すると、燃焼不良の原因になります。又、巧露 
自動消义装置が圧しく作動しません。 


巧漏れの巧巧 

置台-を合ミ由タンクじ、ミ由漏れ-ミをたまりや;'由のにじみびないか確認しでください。 

•巧漏れのとぎは、使用を中止し、經巧タンクを取り出しでからお買い巧めの販売店にごホ目 
談ください。 


電源のを続 

電源プラヴをコン它ントじ巧の根元まで確実に差しこんでください。 

mm «巧プラグ•コードのお無•難父を肪ぐために… 

• 電源は、必す適正配線された単巧1 0 OV のコン亡ントを巧麻しでください。 

•鸾源コードは、途ホで接続したり澡長コードの渡巧.他の霉^費とのタコ足お*！をしな 
いでください。 

•電源プラヴのあを差しは、化すプラグを持っておこなってぶがをし、 

•ほこりなどの巧唐がないか、ときどきなお-捕悠をしでく巧曲ん 



コン洁 V 卜 

ミタ圏 

/し iJ 


高地補正 


標高か’ 500 m を超える場所では、酸素不足によ〇黄义燃焼(巧义）になる場台か‘ありますので高地巧正 
をしでください。 

• [么ま意」標高1,500 m を超える高化では使用しないでください。一酸化炭素中畫の原因になります。 


續局己 00 〜 1 , 000 m 



〈標富が 500 m な上の主な都巿> 

長野県一松本巿、岡谷市、飯田巿、諷訪巿、ル諸巿、 
巧那市、佐ス巿、大町市、す野巿、想尻巿、駒ヶ根市 
山梨県一富±吉田市 
岐覃県一高山巿 
お木県一曰光市など 


標高1 ,000- 1 ,500 m 

IHbIH 



富地の替スイッチ 


萬巧の替表示 


設定温度^温度 



〇タイ 7- 


〈標高び1 ,000 m な上の主なの巧> 

長野県一木曽の、 "I 上村、原巧、南牧巧 
群馬県^草ま町など 


表示の換キーの上じある高地切替スイッチをつまよラじなどの細 
い棒状のもので2回巧します。表示部に「！日日日 J ^13と表示 
されると設定完3です。（リ日日日 j の表示は、3秒間で消えます。) 


もとに戻す場合搞地補正の解除または日 00 m む下での使胤 


I ちとに戻ず場ち(高地巧正の辭除または500 m な下での使巧)は、高地切替スイッチを2回、または1回巧しでください。 
I 表示部に「0」と表示され、圆迎表示び消えると、高地補正の輯除は完3です。 （「0 j の表示は、3秒間で消えます。） 
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扇ほ。方法 



♦デジタル表示部に「設定温度 J と「室内温度」び表示されます。 

•ず熱び完3すると自動点义し、運転ランプか'点巧に変わり運転を開始します。 


•着义時、放電音と同時に着火音を発しますが'、異常ではありません。 

•点义操巧から放電（着火）まで、室温により多少を化しますび、約2分30秒のろ熱時間びかかります。 

り氏温時（5で]^下）は、ず熱時間が'通常より約1分程度長くなります。） 

• 点义時や消义時には、白煙や臭いびでますび異常ではありません。 

(寒いときの点义時には、燃焼刀ス中の水霧気び白く見えるため、通常より多めの白煙が出ます。） 


おの状態の確認 


♦着义しましたら、燃焼確認窓から燃焼状態を確認しでください。 

•出荷時に燃焼状態を調節しであります。 ち一' 燃お状態が'不適正の場さは、お買い巧めの版 
売店にご相談ください。 




■初めでのご使巧-シーズン初めのネリ使用時には . 

• 給ミ由タンクをたットしでから、4〜已分位待つで点火操作をしでください。 

♦防鐘ミ由や窒料などび焼けるため、煙や臭いびでます。しばらくの間、換気をしなびらご使巧くだちし、 

• 送ミ由経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。点义操作を2〜3回くりかえしでください。 

•農义時、送ミ由経路への空気の混入により、煙や臭いび発ちし、一時のに巧か‘大きくなることびありますので、湿画の出口に顔, 
を巧ブけたり物を置いたりしないでください。 

• 予熱時間が通常よりかし長くなることがあります。 


使 

用 

方 

ま 








消乂 

巧巧キーを巧す 




1 «« 

‘雜' 


巧一の消し忘れを巧比するため、点义操が後3時固で自動お义し、アラームと Gff 表示の点灯でお知らせします。 


(«•>)} だ-'ピ-ピ -> 


運旣を延長するとさ（延長時間セレクト） 


延長時間たレクトキーを巧す 


>連続で運転したいときは、自動消义する前に延長時間たレクトキーを 
巧しで < ださい。 

巧したときから、さらに設定した時間だけ運転を継続します。 
>延長時間它レクトキーを1回巧すごとじ、運輯残り時間び巧のよラに 
選べます。 


紙.'. 

Ifi 室巧巧« . 




設定巧度ま巧巧度 


1巧曲 

お定巧度室内温度 


延長時間じレクトキーを押しでいる間、デジタル表示部には延長時間が表 
示されますか’、をを放ずと自動的に温度表示に祝りかわります。 


消乂し、運起ランプカリ肖なします 


巡郵梯が:。、電肪グを 
し 巧* 常* . 


消し忘れ消义装置 


室温の調節 


湿度 キーを 巧す 



•温度キーを巧しで希望の温度に合わせでください。 

押すごとに1ですつ変わり、押し続けると連続しで変わります。 
♦デジタル表示部の設定温度を見なか’らじットしでください。 

•一度じットすると、電源プラグを抜いたり、停電などびないかぎり、設 
定温度は記憶されます。 


'ホザ -'' f 


でです。 


'サーによ0、設定巧3になじで自曲的に义力«巧をおこない 

，サーはフアンヒータイ满巧の ii 度を南脚しでいますので、お 
激活び一致しないことザありまず。 

:直的曰がやずぎま巧が淑たつでいた0、化の化おお具のお麵 
むは、 ルー ムサーモた シサーび 正巧に巧®しません。 


-び正巧に巧®しません。 
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/ J 、部屋モ ード 

最大火力をおさえ、它ーフ'運転をする機能です。 


/ J \ 部屋キーホ坤す 参点义操が;き、ル部屋キーを押しでください。 



■ル部屋モードとは 


最大义力を40%おさえで運転します。 

最大义力を下げで使用したい場さ（ルさなお部屋、き先-が□など）は、ル部屋モードをお遇びください。 

ル部屋モードでは、室温び設定温度より約3で上昇すると自動的に消义（じーブ肖义）し、設定温度まで下びると自動的に再点 
义しで、室温を調節します。 

たーフ''消义中は、ル部屋ランプのみ点なしでいます。 



秒速点乂 


点乂時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ砂速点义をたットしでおくと、運乾キーを押しですぐに点义できます。 


参域速点义ランプび点灯します。 

•秒を点义ランプを点 I なしでおきますと、点义操作を、約5砂で点义します。 

•砂速点义を解除するときは、ちラー度秒を点义キーを押しで、秒速点义ランプを 
消なしでください。 

♦あらかじめ秒速点义ランプを2分30秒な上点'なしでおかないと、秒速点义しません。 

♦砂速な火は12時間たつと白動的に解除されます。 

•砂速点义ランプび点なしでいるときは、運転偉止中のみ約1 00 W の消資電力びかかります。 
♦タイマー運乾にすると秒速点义は自動的に解おされ、砂速な义キーを巧しでち砂速点义 
ランプは点口しません。 

•低温時は点义時間び延びることがあります。 

•砂を点义ランフザななしでいるときは、運お停让审でを本が並部や湿 
巧空気取入口び熟 < なります。 


チャイルド□ック __ 

お子様のいたずら操作を防止します。 

お寺様などによるいたすら操巧の防止や、誤って運転キーを押しでち点乂しないよラにしたいときに使巧します。 


秘を点义キーを巧す 



ほ 

用 

方 

巧 


チャイルドロックキーを 
3回巧す 


チャイルドロック表示 



♦チャイルド□ックキーを3秒]^内に3回押しでください。運転中または停止中で 
ちチャイルド□ックできます。 

参表示部に「■含 J と表示されると它ット完3です。 

参チャイルド□ックの解除は、再度チャイルド□ックキーを3轉なのに3回押しで 
ください。 

雜谨お中にチャイルド□ックを忆ットずると、じット中は遷乾偉止（消义）操巧ながは 
到が!けません。 

*: 停止中にチャイルドロックをたットすると、它ット中はずべでの操巧を受けがけません夕 
X :,但し秒速点义の解除とチャイルドロックの解除操作は受け付けます。 

• 3時間宜動消义時及びタイマー運転による自動消义時にチャイルドロックを解除する 
場合、運転キーを1回押しで rOFFJ 表示を昭除しでからおこなつでください。 
roFFj 表示を解除しないと、.すャイルド a ックの解おはできません。 


14 
































タイマー運車5 


♦クイつ 一J 寸葡ゾ，弯用スず 

亡ットした時刻になると運輯を開始し、設定ミ盈度になるよラ义力調節をします。 

室温か’おいときは、亡ットした時刻より早め （5 〜15分位）に運較を開始します。 

•点火後1時間運転すると、自動的に消火します。 

安をにご使巧いただくため、点乂を1時間で自動消'义し、アラームと表示の点なでお知らせします。 
(タイマーランプは点な） 


タイマー運斬のしかた 


1•タイ7—台せ表示にする 


巧 ft セレクト 

ら:日 r 巧封 


S 度/時刻 

時ろを成 



♦表示切換キーを押しで、デジタル表示部をタイマーさ 
せ表示にしでください。 

♦現を時刻のさわせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に合わせでください。 

A タイマー時刻は、1度じットずれば記憶されまず。 

ホホなツトの搪さ*巧巧表示は午前6:00となります。 

♦ 5が間巧ががないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
:にをど0まず。 


「タイ7-させ J 


2•タイ7—運拓キーを巧す 



設定温度室の温度 


8： 30 

姑/脚 




>運転中、または運転キーを巧したを、タイ7— 運転 
キーを巧しでください。 

>タイマーランプび点灯し、デジタル表示部は時刻表示 
にのりかねります。 

>タイマー運乾を解除したいとぎは、運輯キーを巧しで 
ください。タイマーランプび'消なします。 

>合わせた時刻になると、自動的に運転を開始します。 


巧 




















タイマー運転について 


点义を1時間で自動‘消义します 

I タイマー巧巧中 1 


運転ランプ 

、入/胡 J 〈消灯〉 


參タィ7うタイマーランプ 

… 〈点灯〉 


セット時を J 
になると 


白巧点义 


/達拓^ 


運転ランプ 
<点灯〉 


處タィタイマーランプ 

〈点な〉 


端!^ 


( 運拓 A 


白なお义 

運転ランプ 

〈消の 


タイマーランプ 

ィ 〈点灯〉 


I U FF 1デジタル表示 

-〈点灯〉 


白動消义の15せ前より 「 OF 鬥表示及びアラームでミ'肖义予をされます i 


(((•») アラーム 

〈ピー'ピー'ピー〉 


続けで運拓したいとぎは . 

1.タイマー運転キーを押し、タイマー運輯を瞄除します 。I 2.延長時間じレクトキーを巧します。 （13 ページ参照） 


み逸 


訓鼻ん ~おたレク r p » 刑 迈製 

が旧 ] C^L BH I 


ぶ時ち巧感巧 



I 長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 


居！^ •タイマー運おは、特に周困に巧燃物びないことを巧認しでください。 

♦タイマーじツト時刻を確認するときは、表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマー時刻表巧にし 

ァ/がホし、 

■ホじツトの場合や窜源プラグをコンじントからあいたとき、停電を再通電したときは、タイマ*-運拓はし 
ません。 

再度、現巧時刻合わせ■タイマー時刻含わせをおこなつでください。 


使 

用 

方 

ま 











回日常の点巧•手入れ 


点な•ま入れは、消义後フアンヒーターび十分巧そでから、化す g おプラグをコン它ントから巧いで 
おこなつでください。 

にしないでください。 


mmmmmmm . 部扭のか度や巧が g とめ巧にしな 

•フアンヒーターおよ口その巧のは、しりちきれいに纖しでわいあくださし、 
♦が屏■が揭したを巧は使巧しないでくをさい。 I 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


注意]フアンヒーターの周 a には燃えやすいをのを置かないでください。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


>ミ由びもれでいたり、ミ由のたまり、にじみびないか点検しでください。 

K 由漏れのあるときは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 




背面の温風空気取入□に綿ごみなどび巧着すると風量び減かし、本体 
巧部の温度び上昇しで過熱防止装置が作動することびあります。 

参掃除機又は、ブラシできれいに掃除しでください。 


mm ♦ ルームサーモたンサー巧おやみに巧げた口、 
なしないでください。 

♦雜隨 や巧がにごみやほ觅巧などが 巧 < 巧,1 

. 泌 H ぃホみのぉ wi •茲お等窒痛 If 城卿 

ム* レ J W •mi - 11 - • しだ, .. 1 ：* しミ 


:どに点 


週に一回 1 U 上 


エアーフィルタの掃除 


rA ま意1 エアーフイルタび、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不 
良の原因になります。 

参エアーフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

'"齡崩賴嫌:!^ぉ雜'ぶく.賴推お@擎学拳4;邸 
V がザ扁峨刺嘶淵 i ま At 祕 繼 j tfii 齡 

■ ■ — I ■ 1 — _ iii )■ —K- _>_…,,’ 一 - -- —— ' 1 ..■一 :.一 u:twa 化？ 8-' ム化 3m... 


識齡ま•でぶ S 諸施 I ミ 


温風空気取入□の掃除 


温風吹出□の掃除 


温風吹出□に付着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあ 
ります。 

参本体や温風吹出□の巧れは、本体びちえでから、しめらせたやわら 
かい巧でふき取つでください。しつこいちれは中な洗剤を使巧し、 
十分からぶきしでください。 


17 

























4 •オイルフィルタをじツトする 

♦オイルフィルタをちとどおりに它ツトしでくださし、。 
♦こぼれた口油はよくふき取つでぐださい。 


1•オイルフィルタを取り出す 





>固定タンクからオイ 
ルフィルタを取り化 
しでください。 


オイル フイ ルタ 


-固定タンク 


I オイルフィルタを取り出すとき、水やごみを固定夕 
ンクに落とさないよラを意しで<ださい。 


2.きれいなな巧で洗ラ 

参オイルフィルタの中の水や 
ごみを取つでからきれいな 
な';由で洗ってください。 
♦ごみび取れにくい場合は、 
歯ブラシなどを使ラと便利 
です。 


♦フィルタ部を破損させないよラま意しでくだまい。：: 

参フィルタ部に水び付着した場合は、十分に乾燥させでください。 



オイルフィルタや固定タンクに水やごみびた 
まると、給なタンクになミ由び入つでいでち…’ 


f ♦点义しない- \ E ^-\ tc '\ 

♦おび'リフトし、臭いびする 

♦点义しでを途中消义する-に却 

L ♦給巧表示び点滅し、運歷しない 


シーズンに 


回似上 


参燃焼中に本体をゆすり、巧震自動消义装置び作動しで消义するか確認しでください。 
作動するとデジタル表示部に E 3 を表示します。 

mam • 慰巧有動消义装置は絶がにか醒しないでください。 


回 m 上 



» 7未洗いは絶巧にしないでください。水で巧ラとな’进が通週しなくなります。 

•オイルフィルタ及び画定タンクの掃除をおこなつでち、点乂しない-炎がリフトし臭し V がずる，を申で 
消义する場をは、お買いホめの販売店に優巧を巧頼しでください。 


麵定期点巧 


長期間ご使用になりますと、器具の点巧び必要です。 

参2をに1回程度、シーズンお3後などにお買いホめの販売店又は、修理資宿者〔(財）曰本扫ミ由燃焼機器保守協を 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講留含修3者 （6 巧機器技術营理±)など〕のいる店などじ点検の頼 
されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ! 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参ミ由ちれびする。 

参強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使 規申止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店じご 
ホ目談ください。 


、 s \ 、 

しホし 
で巧さ 
つ給だ 
まのく 
た販で 
に巿い 
のを巧 
クがで 
ンやど 
夕みな 
定ごプ 
固るン 












回が障 • 臭常の見分け方と処置方法 


安を装置び作動しで自動消'义し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運転キーを押し（表示は消えます)、処置をしでください。処置をち f 表示するときは、お買い求めの販売店じごホ目談 
ください。’ 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 



強い地震や振動、衝撃を受けたとぎ 
本体を愼けたとぎ 


[巧震白動消义装 a の作動] 

•途中失乂したとさ 
•異常燃焼をしたとぎ 
• 不良打ミ由を使巧したとぎ 
•送;'由経路に水または、ごみびたまつでい 
るとぎ 

• エアーフィルタの目ブまりじよる燃焼用 
空気不足のとぎ 

[不完を燃焼防止装置の作動] 

•点义'スをしたとぎ 
•異常燃焼をしたとぎ 


[点义をを装置の巧動] 
[燃焼制御装置の作動] 

停電したとぎ 
電源プラグび巧けたとき 


[停電るを装宙の作動] 

温風空気取入□や温風の化□がふさびつ 
たとさ 

温風吹出□の前面に障害物などがあると 


[過熱防止装畳の作動] 

巧一の消し忘れを防止するため、点乂操 
巧後3時間で自 M 消义します。 


• 化平で安定した揚巧で使巧して < ださい。 
•地震じよって巧動した場合は、周ほの可 
燃物、本体の損傷、灯油のあふれなど異 
常がなレことを確認したを、点义操作を 
しで < ださい。 

(巧動をは自動的に t ットされます。） 

• 曰常の点検-ま入れ （17’ 18ぺージ参照） 
をしでから点义操イ乍をしでください。 
•良質の巧ミ由を使用しでください。 

•送油経路の水巧ぎ、オイルフィルタの掃 
おをしで < ださい。 

• エアーフイルタを掃除してから点义操作 
をしでください。 


• 日常の点検-ま入れ （17’ 18ぺージ参照） 
をしでから点义操作をしてください。 


I 通電を、点义操作をしでください。 

I 電源プラグを確認しでください。 

I 過熱防止装置が巧動した場さは器具び;ち 
巧するまで通電しません。 


本体びちえでから、温風空気取入□や温 
風の出□の点検•清掃、周囲の確認をし 
た後、点义操巧をしでください。 


点乂操作をしでください。 
(12 ページ参照） 


[消しをれ消火装置の作動] 

電気系統のが障です。 


お買い巧めの販売店にご相談ください。 
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輩源プラグびコンむントじ差しこまれでいない 

偉奪中である _ • 

対灑宮動消火装證び作動した 

給ミをタンクに'な油びない 

給油巧びしっかりしまっでいない 

不良すお由を使巧しでいる_ _ 

送巧經路に氷または、ごみびたまっている 

給ミをタンクの装慧が悪い_ 

オイルつイルクび取り巧けられでなし、 

送油経路接続部びゆるんでいる_ _ 

エアーフイルタび目づまりしでいる 

11晶風吹出 D がぶ Y さび 


過熱防止装置び作動した 


璧溫誇常上昇防止装置が作動した_ 
消し忘れ消火装置び作動した 
チヤイルド□ツクびたツトされでいる 


れでいる 

温風空気取入□びほ 
こりでつまつでいる 


巧めで使巧ずるとき、煙や真いびでる。 


耐熱塗料やほこりび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださ 
い。 


固定タンク(こなミ由がみたされるまで4〜5分位待つで点火操作をしでくださ 
巧めで使用するときや、シーズン祝がの巧使し、 

巧時に]回で着乂しない。 送ミ由経路の空気だまりなどにより、 ] 回で着火しないことがあります。2〜 

3回点火操作をくりかえしでください。 


点火時や消火時に白煙や臭いが出る。 


点乂時や消乂時の多少の白煙や臭いは巽常ではありません。 


燃焼開始時や消乂後に「ピチ■ピチ」音びする。器具本体が熱により膨張、収縮するためです。 


炎びオレンジ色に輝く。 


使雨中にときどき「ポコ-ポコ」音が'する。 


下記のよラな焉含炎びオレンジ色に輝くことがありますび異常ではありませ 
ん。 

• 海岸に近い所など空気中に塩分が多い場含 
• 空気中にほこりや水おが多い揚含 

超音蔽加湿器を使巧しでいる場含_ 

給»タンクから固定タンクのちじ灯油が流出するときの音で異常ではありま 
せん。 


使巧巧にとさどさ「コト•コト」音が巧■る。 


電磁ポンプの動いでいる音で冥萬ではありません。 


温風吹出□び活れる。 


「日常の点検■手入れ」 （17 ページ）にしたびい掃除をしでください。 


次のよラな現まは巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かかください。 


具含の悪いときは、次の表も参考にしで点検-処置をしでくださし、。 

処置ち法により処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店(こご相談くださし、。 


E 表示 


EU 

が 

け 

fS 

m 

ER 










♦ 











♦ 




♦ 
















♦ 






m 




♦ 





♦ 










処置方法 


コンじントに確実に差しこむ 
通電されるまで待つ 

再点乂操作をする。安定した攝所で使巧すミ 

給ミ由する_ 

給ミお□をしつかりしめる 

良質のな巧を使巧する 

送ミ由経路の水拖さ、オイルフィルタの掃陈 
をする 

固定タンクに正しく装着する 
固定タンクに正しく装着する 

販売店に修理を依頼する_ 

エアーフィルタを掃除する___ 

障害顿を取0腺く 

温風空気取入□を掃除ずる 

窓をあけ、部屋の換気をずる_ 

再点乂操作をする 
チャイルド□ックを昭除する 


焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださ 


哪漏れがずる 
おが少ブトする 
ホ火で燃无る 
使巧中消义する 
使巧中室巧び賣ラ 
白煙び出でずぐとまる 
点乂しない 



点乂時•消乂時 燃焼時 その他 


20 








部品交巧のしかた 

部品交換のとをのを意 


お翻 不完をな修理、巧巧は危険ですので、巧品の巧巧、巧 g が必要な場さには、お買いずめの販売店又は、慘理資宿さ 
〔(お)曰本 S 巧燃お機おな守おちでおこなラ技術 さ 巧巧習を條了ま(石'莊機お技術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださし、。 

巧品交巧は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 

消耗•劣化しやずい部品（交換び必要な部品） 


■特にお巧-お化しやずいが品 

■ A 巧 n のほ巧によ0 

■を H なな-不规ななの使用によ0 1 

(高温乂お中で使用される部品） 

お巧-お化しやずい部品 


お化しやずいが品 

•点义プラグ 

■パーナヘツド 

•オイルフイルタ 

•が検知器(フレーム□ッド） 

•炎検巧器(フレームロツド） 

■/■^-ナへッドリンヴ 

•ポンプフイルタ 

•気化筒 ■電磁ポンプ， 


四巧管(長期間お用しない脱） 

おしまいになるときは、電源プラグをコン亡ントから巧き、巧の要領でお手入れしでから保管しでください。 


1•な巧を巧き取る ^ 

参給ミ由タンクと固定タンク巧の灯巧を抜き取つでください。 \ 

( 18ぺ-ジ参照） — 


"欄 W •氷、ごみな敬1蘭 — U 嫌褲管||解！ 

宙⑩ 》 面む婦まず ‘ji S -|pri 
♦ななを巧かないと、巧窗 «*： こ giwfc 巧 
たりし でな巧巧ず* 


2.擢巧をする 

参オイルフィルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

•エアーフィルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 

(17 ページ参照） 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

参温風の出□-本体の掃除をしでください。 （17 ぺージ参照） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでくださし、。 


国定タンク ポリパクジ 


3•巧含する 

♦包装箱に入れで、湿気のない場所に水平に保管しでください。 
取扱説明書ち大切に保管しで < ださい。 





















参本書の「故障.異萬の見分け方と化置ち法 J (19. 20ページ）の項にしたびつで調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい内容は巧の通りです。 

ImtcDmu t 偏請をごらんくださし、。 

•お買いあげ曰 

•故障が況（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

•ご住巧‘ご氏名.お電話番号 
♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

な記期間中であればな証書の規定にしたびつで無料修理させでいただきます。 

参ご不日ちな点や修理じ関するご相談は、お買いホめの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓口にお問い合ねせく 
ださい。 


■保 i 正期間び過ぎているときは 

参お質い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使巧できる製品に:つ W ではお客様のご要望により有料修 S いたします。 

■補修用性宫隨 B 品の保ち期聞':' 

♦石ミ由ファンヒーターの補修巧鮮目部晶(機能を維持ずるために物愛な部品)の保有期間は製造巧ち初り後6巧です。 

■修理に出されるときは 

•輸送時や運搬時に給油タンク ' 固をタンク内にな巧び残つたままでずと、傾きや振動で I な';をびこぼれることびありまずので、 
必す抜き祗つでください。 _ __ _ 


参このコ□ナ扫ミ由ファンヒーターには保証書がついでいます。 

「お買いあげ曰■販売店名 j などの記入をおおかめのラえ、販売店からお受けとりじなり、大切に保管しでください。 
♦保强期間はお買いあげいただいた曰から1巧間です。 

♦巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま意しでください。 

• 変質の巧や不純巧ミ由など、またな;'由な外の燃料使巧じよる故障や事故。 

• 誤った使雨ち法による故障や事故。 


の仕様 


型 或の 

M _ 

点 火 __: 
使 巧 : 

燃料消薇靈 
暖麗出力 


呼 な 

類 

ち す 

燃 料 

最大 

— 取'」、 

fg 大 
最か 


騒 客（正腫） 

ミ由-タンタ_容—^ 
燃焼継總時間 


舉源電圧 S び固渡数 


定格消 


電力 


流ヒュ 


巨 346BY 猩本型 KFH- 巨 344 臣 Y) 1" M;FH-E 己？桓鞍ぺ霉本型式 FH_E574BY) 

___ 気化式 . 強 制通気お-強制巧流巧ミ _ 

高圧放電点乂 

^ ^ なミ由 （ J に 1 号な油） 


_ 0.334 L/h _ 

0.064 L/h _ 

3.44 kW 
0.66 kW 

34 d 巨（最大燃焼時） 

20 clB (最ル燃焼時） 

2 1.5 時間（最大燃焼時） 

木 造15が（目置)まで 
__コンクリ-卜20がり2曇)まで_ 

高さ 426 mm 幅 442 mm 奥巧 334 mm 
(置台を含む） 

1 1.2 kq _ 

点乂時最大650/650 W 
燃焼時 21/21 W 


100V 50/60HZ 


0.553 L/h _ 

0.091 L/h _ 

5.69 kW _… 

0.94 kW 

39 clB (最大燃焼時） 

_ __23 dB (最小燃焼時） 

13時間（最大燃焼時） 

木 造 25 rTf (15 實)まで 
_コンクリート_33がに日置)まで_ 

高さ 426 nim 幅 504 mm 奥な 334 nim 

_ (置おを含む）___ 

12.0 kg _一 

点乂時最大目50/6日 0 W 
燃焼時 26/26 W 


■ _ 管形ヒューズ 10 A _________ 

白動消乂装置過熱防止装置点火安を装置燃焼制御装置 
停電まを装置不完を燃焼防止装置消しをれ消乂装置_ 


麵アフターサービス 
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修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご乾居やご贈答品などでお困りの揚合は、下記のおおくの窓□じご相談く 
ださい。 

S 称、巧巧地、電話番号は、変至する場さびありますのでご3をくださし、。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コ□ナサービスセンター 

I 111 — ' r —1 … M ■丄•.•■一 


函 0120 - 91 S - 30 S 

(修理受付寺用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携巧呈話 ’ PHS 善からは 
最をのヴービスセンター 
へ直接おかけください。 


化巧道-東北化区のおさ樣は呈奋のヴービスセンターへ直接 
おかけ < ださい。 


北海道地区 


ホし 幌 支店 
札幌サービスむン ター 
函館営業巧 
巧リ1営業巧 
帯広営業戸斤 
卽1お営業所 
北見営業巧 


ホし幌巿白 S 区平和通16 了目南 1-19 干 003-0028 

ホし暢巿白5区米里3を2 了目 6-25 干003 -0875 

函館巿西倍括町21 -2 干041 -0824 

胤 I 怖東胤11南1ま 2 T 白2-已 干 078-8261 

帯広巿西12条南1了目 30-1 干080 -0022 

刹 I 路巿巧旧の 4-1 7 干 085-0038 

北見巧美ちの 9-1-30 干 090-0064 


TEUCn 1)864-0440( 巧表） 
TEL (011)879-2121( 巧表） 
TEU 0138)48-6070( げ表） 
TEL か 166)37-2330( げ表） 
TEL (0155)35 — 7518(げ表） 
TEUcn 54)24—419 U げ表） 
TEUCn 57)26-2103 (代表） 


FAX (011)863 — 3154 
FAX の1 1)871-2000 
FAX (01 38)48-6080 
FAXtol 66)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX (01 57)26-2107 


東化地区 


関東地区 


信越- 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 
九州地区 


沖縄地区 


青 巧る 巧 

青巧サービス t ンター 
ネ乂坦 営業所 
か西サービスたンクー 
A 戸営業所 
化前営業所 
化前サービス t ンター 
盛闹営業所 
盛岡サービスたンター 
かお営業巧 

仙 台る 店 

仙台サービスじンター 
郡山営業所 
郡山サービス亡ンター 
を津サービス t ンター 
山お営業巧 
山形サービスたンター 
庄内営業所 

をを ま 店 
有都固サービスじン ター 
フ J < 戸 含篆巧 
千柔涅業巧 
さいたま含業所 
つくば含業巧 
樓巧 支店 
立川咨巧所 

甲衍営巢巧 
甲巧サービス它ンタ ー 

ち樹 まち 
奇崎サービス它ンター 
ぞが客爸笑巧 
宇郵客サービスむンター 
太田含業巧 

新 爲ま巧 
=弄:サーピス它ンター 
新滿ま含篆巧 
長野ち業巧 
毎野サービスじン ター 
化本當策巧 

を お ま 巧 
を巧サービスじンター 
夏山営業所 
福# 営業所 

ちろ屋ま巧 
名ろ屋サービス忆ンター 
静岡含業巧 
静岡サービス忆ンター 
岐阜含業巧 
津 営業所 
沼ま含業巧 
岡_崎_営_^業—巧_ 

大阪る 店 
大阪サービスじン ター 
离が営業所 
京都営業所 
巧戸営冀巧 
彥很含業巧 
福班山営業所 

広 島る 店 
広島サービスじンター 
岡山営業所 
米 3 営業所 
徳山営業所 

福 岡を 店 
福岡サービスたンター 
北 ； L 州含業巧 
産兒島営業所 
熊本営業所 
長崎営業所 
言崎営業所 
大巧営業所 

巧縄営業所 


青森巿ちお1了目 12-38 
青巧巿ち館1了呂 12-38 
が田市泉中巧4 了目 4-1 8 
秋田巧が値川=千刈 109-1 
ノ、戸巿売ホ 4 T 呂 4-7 
化前巿田面 1-2-1 
化前巿田面 1-2-1 
盛岡巿門 2-1-42 
留岡巿門 2-1-42 

巧'州巧が巧区が巧工業固巧4 了白79 

仙お巿夏励野区曰ノ出の1 -7-32 
仙台巧客が！?区日ノが® T 1 -7-31 
郡山巧亀坦 1-51-9 
郡山巿ま宙の巧巧す無寺東 30-1 
含津ちが巧 P う旧の活クすけク元 885-1 0 
山お巿索青坦 3-6-28 
山お巧乗奇田 3-6-28 
酒西巧結の 1-183-1 

東京が化区皇度 8-4-8 
栗を都化区星里 8-4-8 
水戸巿爸原の 653-2 
松戸巧巧塚お苗 95-5 
さいたま巧:!ヒ区客原町 1-674-2 
つくばお谷苗が 6788-1 9 
括巧巧戸塚区原ち4 了頁 7- 13 
立川巧西砂の 1-66-1 3 

山梨ち中巨巧巧昭和の西を2491 -2 
山おお中巨巧が昭巧]町西お2491 -2 

奇崎あ問屋の西 1-3-22 
商崎巧巧居の西 1-3-22 
ぎが客巿巧巧の2313 
ぎが客巿巧巧巧2313 
太苗巿«巧巧町2375 

云を巿巧淵 3-2-1 5 
=を巿巧浏 3-2-1 5 
巧爲巿江巧 1-6-41 
長野巧大夏 B 5312 
ちお巧大空 SS 5312 
巧本巧涅篇大义保原7852 

をお巿 IR 西巧町1 - I -25 
を巧巿が西新 811-1-25 
ま山巿迈中町 2-3-15 
福お市和坦東 1-607 _ 

名古屋巿港区入場 1-1903 
ちち运巧港运入場 1-1903 
静闹巿お河区富松 2-15-30 
静岡巿驗巧区离松 2-15-30 
岐阜巧六を南 2-7-8 
ま巿宙を屋 3-29-38 
沼ま巿西巧路 888-1 
岡崎巿大平の;尺添49 

の田市南を面 1-8-47 

吹西巿巧を旧 1-8-47 

离松巿今里の 1-8-5 

京都巿伏見区け迈段ノ川原の 70-1 

巧戸巿西区巧吉 5-1 32 

彦根市正ま寺町南出78 

福巧山巿ち巧乗の68 

広島市を巧南区很園 3-27-20 
広島市まな巧区巧因 3-27-20 
岡山巿辰己 35-1 03 
米寺巿目ス美の 235-1 
周南巿循山享ーノなま5631~4 

福岡巿巧を区東比恵 2-2-40 

福岡巿博を区東比患 2-2-40 

北九州巿ル倉化区を音 2-6-4 

唐巧島巿坦上 7-16-5 

熊本巿尾ノ上 1-12 

長崎県西巧巧郡時津の左底なお苗 74-1 

客崎巿巧 S 3-59-2 

大分市=佐 1-19-7 _ 

宜お遭巿宇地あ738 
シーサイド•パーク102 


干 030-0946 
干030 -0946 
干 010-0917 
TO 10-0802 
干 031-0073 
干 036-8086 
で 036-8086 
干 020-0823 
干 020-0823 
干 023-0002 

〒983-0035 
干 983-0035 
デ 963-8033 
于 963-01 11 
デ 965-0843 
千 990-2423 
〒990-2423 
〒998-0103 

x 114-0003 
干 114-0003 
デ310 -0852 
〒 270-2222 
〒331-0811 
干 305-0861 
干 245-0063 
〒 190-0034 

干 409-3866 
干 409-3866 

干 370-0007 
で 370-0007 
〒321-0933 
干 321-0933 
干 373-0825 

干 955-0864 
干 955-0864 
干 950-0855 
干 381-0022 
干 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
〒920-0027 
デ 930-0985 
干 918-8237 

干 455-0803 
〒455-0803 
干 422-8034 
干 422-8034 
〒500 -8358 
〒引 4-0819 
干41 0-0303 
干 444-0007 

T 564-0044 
于 564-0044 
〒760-0078 
〒6 12-84 14 
〒651-2133 
〒522-0024 
T 620-0061 

干 731-0138 

干731-01% 

〒700-0976 

〒683-0035 

〒745-0882 

干 812-0007 
〒812-0007 
テ如 3-0828 
干 890-0034 
〒862-0913 
テ85 1-2 106 
干 880-0032 
干 870-0 10巨 


TEUOl 7)742-8255( げ動 
TEL の 17)743— 2971(げ表） 
TEL(018)864— 5671(げ黃 
TE し (01 の 864-521 9(げ表） 
TEUOl 78)24-5289( げ動 
TEU0172)28-3910( げ動 
TEL(0172 に 6-4770( げ勤 
TEL(019)622-4791( げ表） 
TEL(019)604— 0281(げ表） 
TEUOl 97)22-41 日日(げ表） 

TEL(022)235-3181( 巧動 
TEL(022)783— 1791(げ動 
TEL(024)938— 2240(げ動 
TEL(024)947 — 4654(げま） 
TEU0242)26 — 3211(げ表） 
TEL(023)642— 3255(げ教 
TEL(023)631— 7381(げ動 
TEL(0234)31-0571( げ表） 

下 E し (03)3927-1151( げ表） 
TEL 03^3911 -1131 げ表〉 
TE し 029)241-2 172!げ表 
TEL 047 312-8330 f-ea 
161(048 651 -1231 

TE しの 29 839 — 5325 (げ表 
TE しく045 852— 4008(げ表） 
TELiO 425531-6771(げ表） 

TEL(055)268-1567ff^a) 
TEL(055)268~1 ががげ苗 

TEL(027)361-4806fH：a) 
TEL み 27 ) 363 - 8259 げ衷） 
TEL 028)632-5105 
TEL 02が 632-5 180(巧き 
TELi0276)38 —目 571( げち） 

TEL く0256 )32-2126 (けち） 
TE しり256が 2-2 129げ巧） 
TEL 025) お 6-91 31代を） 
TEL(026 221-5111 fta 
TE し(〇 2 がの1 — 2304(け表$ 
TEU0263)26-0051( げ教 

下 EL(0 7 6 に60-〇 5 6 7 (けを） 
TEL 〇 76 に 6 〇-〇〇 38 (け表 
T 巨しわ76)444-0567げ表 
TEL(0776)23-0567(tta) 

T 臣しの 52 ) 383 — 333 〇(げ表） 
TE しの52$384-5670(代勤 
TEL(054)238-0005( 代き） 
TEU054)2% — 0016(げ教 
TE しの 58)268-7555 (代動 
TEL の 59)234-8471( げ動 
TE しの 55)968-6210( 巧表） 
TE しの564)25__0275(げ表 $ 

TELC06)6380-2ni(f-ta) 
TE し (0 が 6 386— 5670(げ勤 
TE しの 87)835-1 711 くげ表） 
TEU0 7 5)643-2002 的き5 
TEU078)922-2431( げ勤 
TEU0749)24-6239( 巧表） 
TEL(0773)22— 0827(巧勤 

TEL の 82)871-3310( 巧表） 
TE し (082 ミ87 1-331 5(げ表） 
TEL 086に 43-7751( げ表 S 
TEU0859)33— 8157(化表） 
TE し (0834)22— 5567^ げ表） 

TEL(092)474-5771 (代表） 
TEL(092)474-6001 (け表） 
TEL(0 93 )592-8611( げ表 
TEU099 に目 1—132H げ表 
TEU096)367 — 7361(巧表） 
TE し(〇 95 ) 882 -7 71 〇げ表 

TEL(0985)29-1680( げ表 S 
TEU097)523-5161( げ表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743 — 1118 
FAX の] 8)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 172)28-0191 
FAX (0172)29- 1133 
FAX の 19)622—5244 
FAX の 19)604—0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX (022^36-8810 
FAX (022)783-1792 
FAX の 24)938—3021 
FAX の 24)946 —7651 
FAX の 242)26—321 目 
FAX の 23)6 が— 3254 
FAX の 23)631— 7391 
FAX の 234)31-0581 

FAXC 03)3927-1160 
FAX (03)3927-1130 
FAX 029)241-4268 
FAX (04753 12-8338 
FAX (048)651 —6370 
FAX 029 836-1913 
FAX 045 852-5540 
FAX (042)531-0496 

FAX (055)268-1569 
FAXto 555268- 1571 

FAX (027)361-9139 
FAX 027 364-3228 
FAXto 28 632-5205 
FAX (028 610-4607 
FAX (0276)38-5508 

FAX (02 己 6)35-8519 
FAX 0256)32-2137 
FAX わ 25) お 6-3313 
FAX (026 221-0039 
FAX (026)221-1039 
FAX わ 263)25—9961 

FAXf 076)260-0775 
FAX 076 260-0738 
FAX か 76 444 -0611 
_ FAX (0776)23-0580 

FAX の 52)381-1266 
FAX の 5 が 381—5244 
FAX の 54)2%- 0006 
FAX (054)238-0822 
FAX か 58 268 —7550 
FAX の 5 が 234-8472 
FAX (055)968-6212 
FAX (0564)25-1726 

FAX の 6)6386-7262 
FAX (06)6386-5588 
FAX (087)835-0160 
FAX (075)643-0870 
FAX の 78)922-24:38 
FAX の 749)26-2116 
FAX の 773)23-7592 

FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX り 86)243-7191 
FAX か 859)23 —0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX の 92)474-5775 
FAX の 92)474-6414 
FAX の 93)592-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX の 95)882 —7767 
FAX {0985)25-0685 
FAX の 97)523-5162 


干 901-2227 TEL の 98)897-5677( げ勤 FAX の 98)897-5679 


07096002 


本巧.工場兰条巿秉新保 7-7 〒955-8510 TEU 0256)32-21 11 ( 大巧表） 

柏崎エ揚柏崎巿宝町 2-58 干 945-0817 TE し (02 日 7)23-51 75(げ表） 

長岡工場長岡巿下乗の詹ノ浦1069干 940-1146 TEL (02 日 8)22-21 21 ( げ表） 


102WA2172 


12 3 ® 18 


なぶちな IMMV m 





